
井
上
円
了
の
「
妖
怪
学
」

序
論高

橋
直
美
§
喜
ミ
曇

一
、
は
じ
め
に

　
井
上
円
了
の
功
績
の
一
つ
に
「
妖
怪
」
と
い
う
呼
称
の
一
般
化
、
及
び
そ
の
定
義
付
け
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
妖
怪
玄
義
』
　
（
明
治

二
十
年
五
月
二
日
　
哲
學
書
院
）
第
一
段
第
一
節
に
、
「
洋
の
東
西
を
論
ぜ
ず
、
世
の
古
今
を
問
わ
ず
、
宇
宙
物
心
の
諸
現
象
中
、
普

通
の
道
理
を
も
っ
て
解
釈
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
を
妖
怪
と
い
い
、
あ
る
い
は
不
思
議
と
称
す
」
と
記
し
て
、
今
日
で
は

当
然
の
如
く
使
用
さ
れ
て
い
る
「
妖
怪
」
の
呼
称
及
び
定
義
を
広
め
た
。
し
か
も
、
円
了
は
「
妖
怪
」
を
単
な
る
呼
称
で
は
な
く
学

術
用
語
と
し
て
広
め
た
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。

　
「
妖
怪
」
と
い
う
語
は
、
古
く
は
、
『
朱
子
語
類
』
（
『
霊
魂
不
滅
論
』
付
録
『
霊
魂
集
説
』
に
記
載
）
に
「
朱
子
云
、
人
鬼
之
気
則
消

散
而
無
　
、
其
消
散
亦
有
久
速
之
異
、
人
有
不
伏
其
死
者
、
所
以
既
死
而
此
気
不
散
為
妖
為
怪
。
」
と
あ
る
。

　
「
妖
怪
」
や
「
怪
異
」
に
類
す
る
言
葉
や
そ
の
意
味
す
る
対
象
物
や
内
容
は
、
時
代
や
地
域
と
と
も
に
変
遷
す
る
。
我
々
の
祖
先

は
、
怪
異
現
象
及
び
信
仰
や
禁
忌
の
対
象
に
「
あ
る
形
」
を
与
え
、
鬼
・
物
の
怪
・
怨
霊
・
幽
霊
・
白
狐
・
古
狸
等
と
命
名
し
、
そ

の
存
在
や
恐
怖
を
具
現
化
し
、
雷
・
台
風
・
地
震
・
津
波
等
の
自
然
現
象
を
擬
人
化
・
形
成
化
し
て
信
仰
や
禁
忌
の
対
象
と
し
た
。

「
不
思
議
な
モ
ノ
」
「
畏
怖
す
る
モ
ノ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
千
変
万
化
し
な
が
ら
脈
々
と
人
々
の
生
活
に
息
づ
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
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例
え
ば
、
「
鬼
」
の
よ
う
に
、
魂
暁
の
塊
が
死
後
地
に
帰
ら
ず
、
地
上
に
さ
ま
よ
っ
て
い
る
状
態
（
「
キ
」
）
を
指
し
て
い
た
の
が
、

い
つ
の
間
に
か
「
鬼
門
（
丑
寅
）
」
と
混
同
さ
れ
、
い
つ
し
か
「
於
爾
（
オ
ニ
）
」
（
隠
ー
オ
ン
が
誰
っ
て
オ
ニ
と
な
っ
た
）
は
牛
の
よ
う

な
角
（
丑
）
を
生
や
し
虎
皮
（
寅
）
を
身
に
つ
け
た
と
い
う
「
仮
の
姿
」
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
↓
つ
一
つ
の
「
コ
ト
」
が
「
モ
ノ
」
に
遍
歴
し
な
が
ら
、
今
日
認
識
さ
れ
て
い
る
「
妖
怪
」
の
姿
を
形
成
し
て
い

く
（
京
極
頁
彦
「
モ
ノ
化
す
る
コ
ト
」
東
ア
ジ
ア
佐
異
学
会
『
怪
異
学
の
技
法
』
臨
川
書
店
　
平
成
十
五
年
十
↓
月
）
。

　
今
日
、
妖
怪
と
い
え
ば
、
鳥
山
石
燕
の
『
画
図
百
鬼
夜
行
』
や
竹
原
春
泉
の
『
絵
本
百
物
語
』
、
水
木
し
げ
る
の
漫
画
に
登
場
す

る
「
不
思
議
な
モ
ノ
」
を
指
す
こ
と
ば
の
代
名
詞
と
し
て
子
供
に
ま
で
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
種
の
妖
怪
の
定

義
は
、
円
了
の
説
く
「
不
思
議
」
1
1
「
怪
異
」
ー
「
妖
怪
」
の
範
疇
か
ら
す
る
と
か
な
り
限
定
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
平
安
時
代
の
物
の
怪
は
体
系
が
別
で
あ
る
の
で
別
格
と
す
る
が
、
「
化
け
物
」
と
し
て
の
妖
怪
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
絵
師
や
戯

作
者
に
よ
っ
て
そ
の
姿
を
人
前
に
現
す
機
会
が
急
増
す
る
。

　
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
妖
怪
は
、
噺
や
絵
本
の
世
界
か
ら
政
治
の
場
へ
も
進
出
し
、
そ
の
勢
力
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
明
治
四
年

九
月
十
九
日
京
都
府
は
民
間
陰
陽
師
を
平
民
に
編
籍
し
、
「
妖
怪
の
言
を
唱
へ
、
諸
人
を
狂
惑
候
に
付
、
巫
相
勤
め
候
義
」
を
堅
く

禁
止
し
、
近
代
的
な
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
を
意
味
す
る
語
と
し
て
「
妖
怪
」
が
使
用
さ
れ
た
（
高
木
博
志
『
近
代
天
皇
制
の
研
究
』

校
倉
書
房
　
一
九
九
七
年
二
月
）
。
こ
の
場
合
の
妖
怪
は
「
淫
祠
邪
教
・
迷
信
の
類
」
の
意
で
あ
り
、
京
都
そ
の
も
の
が
平
安
時
代
か

ら
陰
陽
道
等
の
呪
術
が
存
在
し
て
い
た
魔
都
の
代
表
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
よ
う
な
内
容
は
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
が
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
的
な
発
想
の
中
で
、
し
か
も
妖
怪
を
否
定
す
る
こ
と
な
し
に
行
わ
れ
た
の
が
、
円
了
の
妖
怪
研
究
で
あ
る
と

西
山
克
は
「
怪
異
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
（
前
述
『
怪
異
学
の
技
法
』
序
論
）
で
述
べ
て
い
る
。
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二
、
時
代
と
円
了

　
不
思
議
な
現
象
に
関
す
る
当
時
の
新
聞
記
事
を
見
る
と
、
「
妖
怪
」
と
い
う
名
称
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
「
モ
ノ
」
で
あ
れ
ば
「
怪
物
」
「
幽
霊
」
「
狐
狸
」
等
の
個
別
を
あ
ら
わ
す
名
称
が
普
通
で
、
石
が
降
る
な
ど
と
い
う
怪
現
象
に

関
し
て
は
「
不
思
議
」
と
一
括
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
（
『
明
治
妖
怪
新
聞
』
二
〇
〇
三
年
二
月
　
『
明
治
妖
怪
ニ
ュ
ー

ス
』
二
〇
〇
一
年
六
月
　
湯
本
豪
一
編
　
柏
書
房
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
明
治
妖
怪
新
聞
』
「
明
治
妖
怪
ニ
ュ
ー
ス
』
中
に
、
　
「
妖
怪
」
の
語
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
み
う
け
ら
れ

る
。
山
形
県
大
瀬
村
の
「
妖
怪
探
検
談
」
（
明
治
二
九
年
八
月
二
八
日
、
二
九
日
、
三
十
日
、
九
月
一
日
、
三
日
、
四
日
、
五
日
に
亘
り

「
東
奥
日
報
」
に
掲
載
）
で
あ
る
。
こ
の
報
告
文
中
に
は
、

　
　
　
以
上
説
明
し
来
れ
る
所
の
理
に
依
り
て
該
寺
妖
怪
事
件
を
勘
定
す
れ
ば
、
何
人
と
錐
も
原
因
の
内
部
に
あ
る
こ
と
を
知
り
得

　
　
べ
き
の
み
な
ら
ず
、
従
来
伝
は
る
所
の
経
歴
談
も
亦
大
概
理
解
す
る
事
を
得
べ
き
な
り
。
然
り
と
錐
も
我
等
の
観
念
は
決
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
か
く
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
た
す
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
く

　
　
密
な
り
と
云
ふ
を
得
ざ
る
べ
く
究
藪
亦
決
し
て
悉
し
た
り
と
云
ふ
を
得
ず
。
只
管
井
上
円
了
文
学
博
士
が
考
定
せ
ら
れ
た
る
学

　
　
せ
つ

　
　
説
の
一
部
に
依
り
た
る
も
の
な
る
を
以
て
、
余
輩
が
説
明
或
い
は
妥
当
を
得
ざ
る
も
の
有
る
や
計
り
難
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
東
奥
日
報
」
明
治
二
九
年
九
月
四
日
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
探
検
者
で
あ
る
報
告
者
が
円
了
の
妖
怪
研
究
を
手
本
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
妖
怪
」
と
い
う
語
が
使

用
さ
れ
て
当
然
と
い
え
る
。
し
か
も
、
同
九
月
一
日
の
記
事
に
は
、

　
　
　
余
輩
は
該
寺
の
妖
怪
事
件
に
就
て
は
必
ず
種
々
の
原
因
及
び
事
情
あ
る
も
の
と
認
む
。
今
之
を
掲
ぐ
れ
ば
、
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原
因
｛
舗

（
妖
怪
に
就
て
有
す
る
記
憶
観
念
）

（
妖
怪
現
象
を
引
起
す
べ
き
界
外
の
事
物
）

60

妖
怪

　　　　　事

　　　　　情

内
∴
…

発専衰
狂思弱、　　　、　　　、

恐
怖
の
場
合

情
熱
の
場
合

精
神
諸
病
の
場
合

外
∴
灘
鞠
講
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
し
ん
へ
い
き

　
　
　
故
に
若
し
今
後
村
民
等
に
し
て
彼
妖
怪
に
際
会
し
た
る
時
は
、
必
ず
虚
心
平
気
に
て
右
の
原
因
事
情
の
外
に
真
に
妖
怪
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
て
い

　
　
認
め
得
べ
き
者
有
り
や
否
を
審
定
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
然
る
に
若
此
妖
怪
は
此
等
の
原
因
事
情
に
依
り
て
の
み
成
立
す
る
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
り

　
　
ば
、
余
は
愈
々
断
じ
て
狐
狸
の
所
業
に
あ
ら
ず
と
云
は
ん
と
す
。
（
未
完
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
円
了
の
『
迷
信
と
宗
教
』
第
一
四
節
（
井
上
円
了
選
集
第
二
〇
巻
、
三
一
二
九
頁
）
、

　
　
　
ゆ
え
に
余
が
目
的
は
、
今
後
の
幽
霊
に
つ
き
て
注
意
を
与
う
る
に
あ
り
。
ま
ず
、
世
人
の
幽
霊
に
遭
遇
し
た
る
と
き
は
、
必

　
　
ず
種
々
の
原
因
及
び
事
情
あ
る
こ
と
記
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。



　　幽
　　霊

原
因
鵠

（
幽
霊
に
つ
き
て
吾
人
の
有
す
る
記
憶
・
観
念
）

（
幽
霊
の
現
象
を
引
き
起
す
べ
き
外
界
の
事
物
）

　
　
　
ゆ
え
に
、
も
し
今
後
幽
霊
に
際
会
し
た
る
と
き
に
は
、

　
　
霊
と
認
め
ざ
る
も
の
あ
る
か
い
な
か
を
審
定
す
べ
し
。

　
　
す
る
な
ら
ば
、
余
は
こ
れ
を
名
づ
け
て
仮
怪
と
い
わ
ん
と
す
。

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
図
だ
け
で
な
く
、
地
の
文
ま
で
も
が
円
了
の
幽
霊
説
の
本
文
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
『
迷
信
と
宗
教
』
は
大
正
五
年
三
月
一
八
日
が
初
版
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
記
事
の
執
筆
者
は
記
事

執
筆
の
明
治
二
九
年
八
月
に
は
す
で
に
、
円
了
の
こ
の
学
説
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
た
め
、
お
そ
ら
く
は
円
了
の
妖
怪
研
究
に

か
か
わ
っ
て
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　
当
時
の
怪
事
件
に
関
す
る
円
了
の
人
気
は
、
た
と
え
ば
、
明
治
二
八
年
六
月
二
六
日
「
中
国
」
の
嫁
に
虐
待
さ
れ
自
殺
し
た
舅
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん

亡
霊
の
記
事
、
「
井
上
円
了
氏
よ
一
度
来
広
あ
り
て
実
地
探
瞼
あ
り
て
は
如
何
」
、
同
三
一
年
十
一
月
二
日
「
新
愛
知
」
の
幽
霊
が
写

真
に
現
れ
た
と
言
う
記
事
、
「
何
れ
円
了
博
士
の
好
材
料
に
こ
そ
」
、
同
三
六
年
四
月
↓
七
日
「
函
館
公
論
」
の
割
腹
自
殺
者
の
幽
霊

疲
労
、
衰
弱
、
憂
患
、
哀
痛
、
恐
怖
の
場
合

予
期
、
専
思
、
熱
情
の
場
合

疾
病
、
発
狂
、
精
神
諸
病
の
場
合

薄
暮
、
夜
中
の
ご
と
き
事
物
の
判
明
せ
ざ
る
と
き

山
間
、
深
林
の
ご
と
き
寂
蓼
た
る
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
は
ん
　
り
ゅ
う
い
ん

死
人
の
あ
り
た
る
家
、
も
し
く
は
墓
畔
、
柳
陰
の
ご
と
き
幽
霊
の
連
想
を
有
す
る
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
ず
虚
心
平
気
を
も
っ
て
、
右
の
原
因
、
事
情
の
ほ
か
に
、
真
に
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
る
に
、
も
し
幽
霊
が
こ
れ
ら
の
原
因
、
事
情
に
よ
り
て
の
み
成
立

61　井上円rの「妖怪学」序論



　
　
　
し
ん
せ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
の
う
へ
ゑ
ん
れ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
し

談
「
其
真
象
を
知
る
に
よ
し
な
し
と
は
近
頃
不
思
議
な
る
訳
な
る
も
、
井
上
円
了
氏
を
聰
じ
来
て
篤
と
研
究
の
上
な
ら
で
は
随
か
に

夫
れ
と
は
云
い
難
し
と
は
真
か
偽
か
…
…
」
と
あ
る
よ
う
、
か
な
り
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
又
、
当
の
円
了
自
身
に
か
か
わ
る
記
事
も
、
明
治
一
七
年
八
月
一
七
日
「
日
本
立
憲
政
党
新
聞
」
に

　
　
圃
圃
此
程
の
紙
上
に
越
後
国
三
島
郡
浦
村
の
井
上
円
了
な
る
人
が
加
藤
大
学
総
理
へ
怪
物
の
理
取
調
方
を
依
頼
せ
し
よ

　
　
し
を
記
せ
し
が
、
右
は
少
々
誤
聞
に
て
右
井
上
氏
は
東
本
願
寺
派
の
僧
に
し
て
東
京
大
学
の
哲
学
第
四
年
級
の
学
生
な
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
っ
け
ん

　
　
嘗
て
心
理
学
等
研
究
の
為
め
世
間
に
謂
る
怪
物
等
を
実
検
せ
ん
と
心
掛
け
、
加
藤
氏
へ
も
其
事
を
談
じ
此
夏
季
休
暇
を
幸
ひ
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
さ

　
　
郷
里
越
後
は
不
思
議
の
多
き
処
に
付
、
追
々
に
之
を
実
検
せ
ん
と
故
ら
に
帰
省
せ
し
に
て
、
頃
日
は
同
地
に
名
高
き
早
取
の
怪

　
　
物
を
見
ん
と
西
蒲
原
郡
に
滞
留
中
の
由
な
り
。

と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
怪
異
関
係
の
記
事
は
、
湯
本
豪
↓
氏
の
「
明
治
怪
奇
報
道
年
表
」
（
『
明
治
妖
怪
新
聞
』
）
で
は
明
治
五
年
か
ら
同
三
三

年
、
同
氏
の
「
地
方
発
明
治
怪
奇
報
道
年
表
」
（
『
明
治
妖
怪
ニ
ュ
ー
ス
』
）
で
は
明
治
九
年
か
ら
同
三
六
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
記
録
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
学
制
発
布
か
ら
日
露
戦
争
ま
で
の
時
期
に
あ
た
り
、
日
本
が
近
代
化
に
向
け
て
尽
力
し
た
時
期
と

重
な
る
。
人
は
近
代
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
反
近
代
的
な
も
の
に
、
科
学
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
非
科
学
的
な
も
の
に
単
な
る
反
動
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
人
の
心
の
闇
を
の
ぞ
く
よ
う
な
怖
さ
と
興
味
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
。
都
会
の
光
が
明
る
け
れ
ば
明
る
い
ほ
ど
田

舎
の
闇
は
暗
く
怪
し
く
不
思
議
に
見
え
る
。
こ
の
時
期
の
日
本
は
山
村
の
闇
が
都
会
の
繁
栄
や
光
と
の
対
比
で
前
近
代
的
な
も
の
、

自
然
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
畏
怖
す
べ
き
不
思
議
な
モ
ノ
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
妖
怪
学
」
は
世
間
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
た
だ
、
前
述
の
如
く
当
時
の
新
聞
に
「
怪
物
」
「
不
思
議
」
の
語
は
見
え
る
が
、
「
妖
怪
」
の
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
⑬
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の
記
事
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
怪
物
」
と
は
、
京
極
夏
彦
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
「
モ
ノ
」
化
し
た
「
コ
ト
」
（
「
モ
ノ
化
す
る
コ

ト
」
（
前
掲
「
モ
ノ
化
す
る
コ
ト
」
）
で
あ
り
、
今
日
↓
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
姿
・
形
」
を
持
っ
た
「
あ
や
し
い
モ
ノ
」
「
不
思
議
な

モ
ノ
」
「
怪
異
な
モ
ノ
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
（
今
日
で
も
研
究
者
の
間
で
は
、
「
妖
怪
」
や
「
怪
異
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
概
念
や
使
用
法

に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
は
い
わ
れ
て
い
る
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
妖
怪
」
に
関
す
る
円
了
の
存
在
は
大
き
く
、
し
か
も
そ
れ
を
学
問
体
系
と
し
た
こ
と
で
、
善
く
も
（
妖
怪
学
を

学
問
と
し
て
体
系
化
し
た
と
し
て
）
悪
し
く
も
（
妖
怪
を
て
き
と
う
な
理
屈
で
否
定
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
）
今
日
の
妖
怪
研
究
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
円
了
と
そ
の
時
代

　
明
治
十
年
に
紹
介
さ
れ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
は
、
当
時
の
思
想
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
明
治
の
啓
蒙
思
想
の
先

駆
者
で
あ
る
「
明
六
社
」
の
知
識
人
は
、
学
問
の
発
展
を
自
然
科
学
の
発
展
に
求
め
、
進
化
論
的
発
想
を
持
っ
た
。
中
に
は
加
藤
弘

之
の
よ
う
に
進
化
論
を
用
い
て
仏
教
を
批
判
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
明
治
十
年
代
前
半
に
活
躍
し
た
か
な
り
の
思
想
家
は
、
啓
蒙

思
想
の
影
響
か
ら
、
欧
米
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
日
本
の
「
愚
民
社
会
」
善
導
の
発
想
、
す
な
わ
ち
、
愚
民
教
化
の
啓
蒙
活
動
を
目

指
し
た
（
『
明
治
仏
教
教
会
・
結
社
史
の
研
究
』
池
田
俊
英
　
刀
水
社
　
二
〇
〇
〇
年
二
月
）
。

　
そ
れ
と
並
行
し
て
、
仏
教
者
た
ち
の
間
に
も
仏
教
改
革
運
動
が
起
こ
り
、
基
督
教
排
除
論
や
西
洋
思
想
を
用
い
た
宗
教
論
が
盛
ん

に
な
る
。
そ
の
中
心
人
物
の
↓
人
が
学
僧
・
井
上
円
了
で
あ
り
、
そ
の
後
、
円
了
は
当
時
の
・
王
流
で
あ
っ
た
愚
民
教
化
を
掲
げ
て
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
開
明
期
の
思
想
家
で
「
明
六
社
」
の
知
識
人
・
津
田
真
道
二
八
二
九
～
一
九
〇
三
）
は
、
そ
の
著
「
開
化
を
進
め
る
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方
法
を
論
ず
」
二
明
治
啓
蒙
思
想
集
』
明
治
文
学
全
集
3
　
筑
摩
書
房
　
＝
七
頁
）
で
、
「
果
シ
テ
蓋
国
ノ
人
民
ハ
依
然
タ
ル
旧
習
ノ

人
ニ
シ
テ
概
シ
テ
之
ヲ
言
ヘ
バ
地
獄
極
楽
因
果
応
報
五
行
方
位
等
無
根
ノ
説
二
迷
ヘ
ル
愚
民
ナ
リ
、
宣
之
ヲ
半
開
ノ
民
ト
謂
フ
コ
ト

ヲ
得
ン
ヤ
」
と
、
愚
民
啓
蒙
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
、
「
地
獄
極
楽
因
果
応
報
五
行
方
位
等
無
根

ノ
説
二
迷
ヘ
ル
」
愚
民
と
は
、
ま
さ
に
円
了
が
妖
怪
学
を
学
ぶ
べ
き
対
象
と
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
円
了
は
明
治
二
十
年
に
『
真
理

金
針
』
を
著
し
、
弱
肉
強
食
・
優
勝
劣
敗
の
進
化
論
と
理
学
（
科
学
）
的
進
化
論
（
物
質
不
滅
・
勢
力
恒
存
等
）
の
発
想
を
以
て
宗
教
を

解
釈
し
よ
う
と
し
た
。
（
前
述
『
明
治
仏
教
教
会
・
結
社
史
の
研
究
』
）
ま
た
、
円
了
は
二
十
年
代
の
国
粋
主
義
的
愛
国
心
の
流
行
に
は
、

護
国
愛
理
の
精
神
を
す
べ
て
の
根
幹
に
す
え
る
と
し
て
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
。

　
円
了
の
妖
怪
解
釈
が
宗
教
同
様
、
理
学
的
・
社
会
的
進
化
論
に
よ
っ
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
円
了
の
護
国
愛

理
も
『
妖
怪
学
講
義
』
（
明
治
二
九
年
第
三
版
　
哲
学
館
）
緒
言
（
『
井
上
円
了
選
集
』
第
十
六
巻
四
四
頁
）
に
は
、

　
　
　
さ
き
に
妖
怪
研
究
に
着
手
し
、
つ
ぎ
に
哲
学
館
を
創
立
し
、
つ
ぎ
に
専
門
科
開
設
を
発
表
し
、
今
ま
た
『
妖
怪
学
講
義
』
を

　
　
世
上
に
公
に
す
る
は
、
み
な
護
国
愛
理
の
二
大
目
的
を
実
行
せ
ん
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
。
妖
怪
の
原
理
を
究
め
て
仮
怪

　
　
を
排
し
真
怪
を
あ
ら
わ
す
は
、
真
理
を
愛
す
る
の
精
神
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
を
実
際
に
応
用
し
て
世
人
の
迷
苦
を
い
や
し
世
教

　
　
の
改
進
を
は
か
る
は
、
国
家
を
護
す
る
の
衷
情
に
も
と
つ
く
。

と
あ
り
、
妖
怪
学
は
護
国
愛
理
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
迷
信
と
宗
教
』
第
六
一
段
（
一
）
妖
怪
学
と
諸

学
と
の
関
係
の
冒
頭
に
お
い
て
は
、
「
ヤ
ソ
教
者
は
神
を
も
っ
て
全
知
全
能
の
体
と
な
す
も
、
余
は
妖
怪
学
を
も
っ
て
全
知
全
能
の

学
と
な
す
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
妖
怪
学
は
万
学
に
関
係
し
、
こ
れ
を
研
究
す
る
に
は
万
学
に
通
ず
る
を
要
す
れ
ば
な
り
」
と
記
し

て
、
諸
学
に
通
ず
る
「
万
学
の
基
礎
」
で
あ
る
妖
怪
学
を
啓
蒙
す
べ
き
必
要
性
を
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
円
了
は
妖
怪
学
を
一
つ
の
学
問
と
し
て
と
ら
え
、
近
代
的
な
学
術
的
な
分
類
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。
『
妖
怪
学
講
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義
』

を
見
て
み
る
と
、

妖
怪
学
講
義

　
　
　
　
第
一
類

　
　
　
　
第
二
類

　
　
　
　
第
三
類

　
　
　
　
第
四
類

　
　
　
　
第
五
類

　
　
　
　
第
六
類

　
　
　
　
第
七
類

　
　
　
　
第
八
類

と
分
類
し
、

類
（
同
書
二
〇
九
頁
）

　
そ
し
て
、

総
論

理
学
部
門

医
学
部
門

純
粋
哲
学
部
門

心
理
学
部
門

宗
教
学
部
門

教
育
学
部
門

雑
部
門

　
　
　
　
　
妖
怪
学
は
応
用
学
で
あ
る
た
め
、
諸
学
科
に
当
て
は
め
て
説
明
さ
れ
得
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
妖
怪
総
体
の
大
分

　
（
二
井
上
円
了
選
集
』
第
一
六
巻
　
一
〇
九
頁
）
、
心
理
作
用
に
お
け
る
常
・
変
（
同
書
二
〇
八
頁
）
、
妖
怪
（
偽
怪
と
実
怪
）
の
分
類

　
　
　
　
　
　
　
等
と
分
か
り
や
す
く
表
に
纏
め
、
↓
つ
の
学
問
体
系
と
し
て
形
成
し
よ
う
と
し
た
。

　
　
　
　
　
そ
の
説
明
は
宗
教
論
同
様
、
合
理
主
義
・
実
証
主
義
的
方
法
で
行
わ
れ
て
お
り
、
円
了
の
得
意
と
す
る
哲
学
や
心
理
学
、

理
学
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
活
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
己
の
知
り
得
る
知
識
を
も
っ
て
全
て
を
解
明
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
円
了
は
前
掲
『
妖
怪
学
講
義
』
の
序
で
、

　
　
今
や
わ
が
国
、
海
に
輪
船
あ
り
、
陸
に
鉄
路
あ
り
。
電
信
、
電
灯
、
全
国
に
普
及
し
、
こ
れ
を
数
十
年
の
往
時
に
比
す
る
に
、
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か
　
　
た

　
　
全
く
別
世
界
を
開
く
を
覚
ゆ
。
国
民
の
こ
れ
に
よ
り
て
得
る
と
こ
ろ
の
便
益
、
実
に
移
多
な
り
と
い
う
べ
し
。
た
だ
う
ら
む
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ぎ
ん

　
　
く
は
、
諸
学
の
応
用
い
ま
だ
尽
く
さ
ざ
る
と
こ
ろ
あ
り
て
、
愚
民
な
お
依
然
と
し
て
迷
裏
に
彷
復
し
、
苦
中
に
坤
吟
す
る
者
多

　
　
き
を
。
こ
れ
余
が
か
つ
て
、
今
日
の
文
明
は
有
形
上
器
械
的
の
進
歩
に
し
て
、
無
形
上
精
神
的
の
発
達
に
あ
ら
ず
と
い
う
ゆ
え

　
　
ん
な
り
。
も
し
、
こ
の
愚
民
の
心
地
に
諸
学
の
鉄
路
を
架
し
、
知
識
の
電
灯
を
点
ず
る
に
至
ら
ば
、
は
じ
め
て
明
治
の
偉
業
全

　
　
く
成
功
す
と
い
う
べ
し
。
し
か
し
て
、
こ
の
目
的
を
達
す
る
は
、
実
に
諸
学
の
応
用
、
な
か
ん
ず
く
妖
怪
学
の
講
究
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
井
上
円
了
選
集
第
一
六
巻
』
↓
九
頁
～
二
十
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
章
を
読
む
限
り
、
円
了
の
講
義
す
る
妖
怪
学
と
は
、
文
明
の
利
器
を
手
に
す
る
こ
と
で
生
活
改
善
を
は
か

る
よ
う
、
精
神
面
で
近
代
化
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
妖
怪
の
理
念
を
追
求
し
な
が
ら
学
問
的
深
化
を
は
か
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
文
中
の
輪
船
や
鉄
道
は
「
理
学
」
を
用
い
て
よ
り
良
い
生
活
の
た
め
の
知
識
の
応
用
と
し
て
例
示
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
理
論
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

　
当
時
、
日
本
人
の
生
活
を
西
洋
式
に
改
善
し
よ
う
と
し
た
人
物
に
、
円
了
の
漢
学
の
師
・
石
黒
忠
恵
が
い
た
。
石
黒
は
麦
飯
で
脚

気
が
治
る
と
い
う
説
を
、
森
林
太
郎
（
鴎
外
）
と
と
も
に
日
本
の
迷
信
と
し
て
一
蹴
す
る
よ
う
な
西
洋
医
学
一
辺
倒
の
軍
医
で
あ
っ

た
（
円
了
を
文
部
省
に
紹
介
し
た
の
も
石
黒
で
あ
る
）
。
石
黒
は
生
活
改
善
運
動
家
と
し
て
、
後
進
国
日
本
を
欧
米
並
み
の
生
活
レ
ベ
ル

に
ひ
き
上
げ
よ
う
と
努
力
し
た
。
円
了
同
様
彼
ら
も
ま
た
、
日
本
の
因
習
を
破
り
、
近
代
的
市
民
層
を
育
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。　

池
田
俊
英
氏
は
『
明
治
仏
教
教
会
・
結
社
史
の
研
究
』
（
前
述
、
二
七
〇
頁
）
で
円
了
に
つ
い
て
、

　
　
　
こ
の
よ
う
な
開
明
期
知
識
人
達
の
「
教
」
と
「
学
」
と
の
樹
立
の
姿
勢
に
は
、
専
門
的
知
識
の
体
得
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、

　
　
む
し
ろ
経
政
家
的
合
理
・
王
義
の
立
場
か
ら
日
本
人
の
生
活
様
式
と
思
惟
方
法
の
近
代
化
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
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近
代
化
の
方
途
を
み
い
だ
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
明
治
の
啓
蒙
家
は
愚
民
思
想
を
も
っ
て
社
会
改
良
を
行
お
う
と
試
み
て
お
り
、
円
了
も
ま
た
「
妖
怪
学
」
等
か

ら
愚
民
思
想
の
立
場
か
ら
社
会
改
良
を
行
お
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
円
了
は
哲
学
者
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
時
流
に
そ
く
し

た
愚
民
啓
蒙
家
的
教
育
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
妖
怪
学
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
円
了
は
物
事
の
真
相
を
極
め
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
も
っ
て
誤
解

（
誤
怪
）
に
よ
る
恐
怖
を
解
き
、
近
代
的
な
知
識
を
人
々
に
も
た
せ
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
円
了
は
真
理
の
探
究
よ
り
も
、
無
知
蒙

昧
な
愚
民
に
護
国
愛
理
の
心
を
育
み
、
近
代
的
な
考
え
方
の
で
き
る
国
民
を
育
て
る
教
育
に
主
眼
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
近
代
国
家

形
成
の
た
め
に
迷
信
や
ま
じ
な
い
を
排
し
て
、
科
学
的
な
知
識
を
普
及
し
て
、
な
か
で
も
山
村
や
農
村
な
ど
因
習
に
と
ら
わ
れ
闇
に

埋
も
れ
た
旧
弊
状
態
を
文
化
的
で
健
全
な
生
活
へ
と
改
善
し
よ
う
と
努
め
た
。
こ
れ
は
新
潟
の
農
村
に
生
育
し
た
自
己
の
体
験
に
根

ざ
し
た
も
の
が
多
分
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
円
了
の
宗
教
論
・
妖
怪
論
に
、
合
理
主
義
に
基
づ
く
「
優
勝
劣
敗
」
の
進
化

論
的
愚
民
観
が
潜
ん
で
い
る
の
も
、
こ
こ
に
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
円
了
の
妖
怪
学
は
、
善
良
な
知
識
人
た
る
市
民
の
養
成
で
あ
っ
て
、
哲
学
者
や
科
学
者
と
い
う
専
門
家
の
養
成
で
は

な
か
っ
た
。

　
今
日
、
円
了
の
妖
怪
学
と
い
う
と
、
妖
怪
の
存
在
を
す
べ
て
否
定
し
、
し
か
も
、
そ
の
証
明
の
し
か
た
が
い
い
加
減
で
あ
る
と
い

う
批
判
を
よ
く
耳
に
す
る
。
当
時
、
妖
怪
と
は
中
央
と
異
質
な
も
の
、
支
配
層
・
市
民
層
と
異
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
非
文
化
的
で

理
解
不
可
能
な
も
の
と
し
て
人
々
に
眉
を
ひ
そ
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
円
了
の
仮
怪
で
あ
る
。
仮
怪
は
誤
怪
（
誤
解
）
で
あ
る
た

め
真
の
妖
怪
で
は
な
い
。
円
了
は
真
怪
（
真
如
）
を
極
め
る
た
め
に
仮
怪
を
排
斥
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
仮
怪
を
完
全
に
否
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定
し
き
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
か
え
っ
て
妖
怪
の
存
在
や
不
思
議
さ
を
強
調
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
或
い
は
、
「
妖
怪
」

と
い
う
「
モ
ノ
」
が
現
象
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
背
景
を
全
く
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
等
の
批
判
も
多
々
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
円
了
の
妖
怪
退
治
は
前
述
の
如
く
、
あ
く
ま
で
も
未
開
の
生
活
や
社
会
を
開
明
・
改
善
す
る
た
め
に
、
諸
学
の
応
用
を

世
間
に
教
示
し
た
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
「
真
怪
」
を
求
め
る
た
め
に
仮
怪
を
否
定
す
る
た
め
の
「
方
便
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
「
真

怪
」
を
き
ち
ん
と
追
及
・
解
明
し
て
い
な
い
た
め
に
よ
け
い
な
混
乱
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
円
了
は
社
会
改

良
の
先
鋭
的
な
啓
蒙
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
啓
蒙
家
・
円
了
の
妖
怪
研
究
の
姿
勢
は
、
彼
の
代
表
的
な
進
化
論
・
比
較
宗
教
論
で
あ
る
『
真
理
金
針
』

続
々
編
（
明
治
二
十
年
）
第
一
節
の
終
わ
り
（
『
井
上
円
了
選
集
第
三
巻
』
二
九
六
頁
～
二
九
七
頁
）
に
あ
る
、

　
　
ヤ
ソ
教
の
真
実
な
ら
ざ
る
ゆ
え
ん
は
、
左
の
諸
点
に
お
い
て
み
る
べ
し
。

（
第
＝

（
第
二
）

（
第
三
）

（
第
四
）

（
第
五
）

ヤ
ソ
教
は
陰
証
あ
り
て
陽
証
な
し
。

ヤ
ソ
教
は
理
学
実
験
の
結
果
に
合
格
せ
ず
。

ヤ
ソ
教
は
倫
理
の
論
理
の
原
則
に
応
合
せ
ず
。

ヤ
ソ
教
は
進
化
の
規
則
に
背
反
す
。

ヤ
ソ
教
は
心
理
の
学
則
に
背
反
す
。

と
類
似
し
て
い
る
。

　
円
了
の
「
陽
証
」
「
理
学
実
験
」
「
進
化
の
法
則
」
は
理
学
的
進
化
論
を
用
い
て
の
解
明
で
あ
り
、
「
倫
理
」
「
心
理
」
は
哲
学
・
心

理
学
を
用
い
て
の
証
明
で
あ
る
。
円
了
は
・
王
知
主
義
的
な
合
理
・
王
義
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
、
理
学
的
・
社
会
的
進
化
論
を
武
器
に
し

た
の
で
あ
る
。
円
了
の
ヤ
ソ
教
に
対
す
る
反
論
は
、
「
妖
怪
学
」
の
仮
怪
の
正
体
を
暴
露
す
る
方
法
と
同
じ
で
あ
り
、
円
了
の
一
貫
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し
た
方
法
論
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ヤ
ソ
教
へ
の
反
論
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
妖
怪
学
に
お
い
て
も
、
一
つ
一
つ
の
事
象
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究

や
論
及
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
妖
怪
そ
の
も
の
の
詳
細
か
つ
徹
底
的
な
解
明
が
な
い
た
め
、
後
世
の
不
評
を
買
っ
て
し

ま
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
・
論
点
の
違
い
か
ら
護
国
愛
理
の
啓
蒙
家
と
し
て
の
円
了
の
立
脚
点
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
彼
の
妖
怪
研
究
の
限
界
を
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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